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緒 言

最 近 の 石油 成 分 の海 洋 汚 染 によ って,魚 貝 類 へ の

汚 染 が 問 題 と されて い る.

石 油 成 分 の う ち, n-パ ラ フ イ ンの 魚貝 類 へ の移 行

につ い て は,国 内 は勿 論,諸 外 国 に お い て も,数 多

く報 告 され て い る.

元 広 ら1)は,新 潟 市 沖 合 の 日本 海 で,ジ ユ リア ナ

号 が 座 礁 した 際,流 出 した 原 油 に起 因 す る と思 わ れ

るn-パ ラ フ イ ン を,付 近 で 採 捕 した 魚類 か ら検 出 し

て い る. Mackieら2)は,ジ ー ゼル 油 で汚 染 され た川

か ら捕 獲 され た カ ワ マ スか ら, C13～C19を 中心 とす

るn-パ ラ フ イ ン を検 出 して い る, Blumerら3)は,

燃 料 油 の 流 出事 故 で,カ キ や ホ タテ ガ イの 中 に,直

鎖 及 び分枝 状 炭 化 水 素 が み い だ され た 事実 を報 告 し

て い る.そ の他,ロ ブ ス タ ー4),ニ ジマ ス5),ボ ラ6),カ

キ7),ホ タテ ガ イ8)な ど,河 川 や 海 域 を とわ ず, n-パ

ラ フ ィ ンや そ の他 の 石 油 成 分 が,魚 貝 類 に移 行 した

事 実 が 報告 されて い る.

著 者 ら9)は,原 油 懸 濁 液 で飼 育 した ウナ ギへ の,

パ ラ フ ィ ン系 炭 化 水 素 や 有機 硫 黄 化 合物 の移 行 とア

サ リへ の有 機 硫 黄 化 合 物 の移 行 に つ い て報 告 した.

また,油 処 理 剤 を含 ん だ 海 水 で飼 育 しだ ウ ナ ギ の 肉

中 に, C13～G16のn-パ ラ フ ィ ンが 移 行 す る こ とを認

めた10.11).

今 回 は,原 油 懸 濁 液 中 で飼 育 した アサ リへ の, n-

パ ラ フイ ンの 移 行 と脱 離,及 び,油 処 理 剤,こ れ に

添 加 したC20, C22, C24のn-パ ラ フ イ ンが,ア サ リ

に移行 す るか 否 か につ いて試 験 を行 った.こ れ らの

成績 に つ いて 報 告 す る.

実 験 方 法Ⅰ

. アサ リの飼育 とガス クロマ トグラフ前処理

A, 原油懸濁 アサリへのn-パ ラフインの移行 と脱

離.

1. アサ リの飼 育:ア サ リ(1個15～20g)は 採

集後,新 鮮 な海水で5日 間飼 育 した ものを,実 験 に

供 した.

原油(ア ラビアンライ ト原油80%.ズ ベア原 油20

%の 混合油)を50ppmに なるよ うに,予 備 水槽 で調

整 し,よ く攪拌 した液30lを 飼育 水槽 に入れ,空 気を

僅か に通 じて飼育 した.な お,水 槽の底部 には,約

10cmの 厚 さに砂 泥質 の海 底 泥 を敷 き,ア サ リを潜

入 させて飼育 した.

飼育水は,毎 日浮上原油 を海水で オーバ ーフ ロー

させ,新 たに調整 した原 油 懸濁 海水30lを 入れ た.

飼育開始後1日, 4日, 8日 目にアサ リを取 り上 げ

て分析 した.

飼育8日 目に,清 浄海水に移 して飼育 をつ づ け,

アサ リを1日, 3日 目に取 り上 げて分析 した.

2. 試料の調整

飼育水槽か ら取 り上 げた アサ リは,殻 をエ チルエ

ーテルで洗滌 後
,清 浄海水中で30分 間飼育 した.そ

の

の後,開 殻 し軟 体 部 を取 り出 して, 15分 間 ガ ー ゼ上

で水 切 りを した後 分 析 した.

分 析 は,ア サ リ15gを, 2N KOH-エ タ ノー ル100

mlで, 100℃ 2時 間 加 熱 還 流 後,ろ 過 し, 100mlの

n-ヘ キサ ンで3回 抽 出 した.抽 出液 は, 3回 水 洗 し,

無 水硫 酸 ナ トリ ウ ムで脱 水 し,ロ ー タ リー エ バ ポ レ

ー ターで, 3～5mlに 減 圧 濃 縮 した.そ の濃 縮 液 を,
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ア ル ミナ5g,シ リカ ゲル10g(何 れ も180℃, 4時

間 活性 後5%の 水 を加 えた もの)の 重 層 カ ラ ム(内

径15mm,長 さ300mm)に 添 加 し, n-ヘ キ サ ン100ml

で 溶 出 した.溶 出液 を ロー タ リエバ ポ レー ターで2ml

に減 圧 濃縮 し,ガ ス クロマ トグ ラ フで分 析 した.

B. アサ リの原油移行成分中のn-ヘ キサン分画及

びアセ トニ トリル分画の ガスク ロマ トグラフによる

検討.

図1

図1.　 原油懸濁液で飼育 し,そ の後 清水 で飼育 したアサ リの飼 育期間 に伴 うパラフ ィン系 炭化水 素

のガスクロマ トグラム

A:対 照 アサ リ, B:飼 育1日 後 アサ リ, C:飼 育4日 後 アサ リ, D:飼 育8日 後 アサ リ,

 E:清 浄水飼 育1日 後 アサ リ, F:清 浄水飼育3日 後 アサ リ

Fig. l Relation between time in the rearing crude oil suspension and concentration

 of parffins etc, and between time in the rearing clean water and paraffins

 etc in the soft body of short-necked clams. Gas chromatograms.

A: 0 day B: 1 day C: 4 days D: 8 days reared in crude oil suspension 

and E: 1 day and F: 3 days reared in the clean sea water.

1. アサ リの飼育:原 油懸濁液の濃度を1.000ppm

とした外は,前 項 と同 じ方法で, 3日 間飼育 した.
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2. 試 料 の 調整:前 項 と同 じ方 法 で 処理 したn-ヘ

キサ ン5mlを, n-ヘ キ サ ン飽 和 アセ トニ トリル50ml

で3回 抽 出 し,ア セ トニ トリル層 を合 わ し アセ トニ

ト リル飽 和 のn-ヘ キサ ン50mlで2回 洗滌 した. n-

ヘ キ サ ンは,元 の 液 と合 わせ,一 定 量 に 濃縮 した.

また,洗滌 後 の アセ トニ トリル層 は,ほ とん ど乾 固

す る まで ロー タ リー エ バ ポ レー タ ーで 濃縮 した後,

 n-ヘ キ サ ンに 溶 解 し,ガ ス ク ロマ トグ ラ フの試 料 と

した.

C. 油 処 理剤 及 びn-パ ラフ イ ン添 加 油 処 理剤 飼 育

アサ リへ のn-パ ラ フイ ンの 移 行

1. アサ リの飼 育:市 販 の 油 処理 剤(8種 混 合G,

 C, K, P, M, Y, N, S各 社 製)の, 100ppmの 懸 濁 海

水 及 び, n-パ ラフ イ ンC20, C22, C24(各 々5g/100g)

を油 処 理 剤 に添 加 した もの, 100ppmで 飼 育 した.

飼 育方 法 は, Aと 同 じで あ る.飼 育 開 始 後, 3日 及

び5日 目に取 り上 げ て 分析 した.

2. 試 料 の 調 整:試 料 はAと 同 じ方 法 で処 理 した.

Ⅱ. ガ ス ク ロマ トグ ラ フの条 件

機 種=島 津4 BMPFE

充 填剤: Silicon SE-30, AW-DMCS, 3%,

 60～80mesh.

カ ラム:ガ ラ ス カ ラ ム φ3mm×2m,

温 度: 60～260℃ 10℃/min,昇 温.

注 入 部,検 出器 温 度: 300℃.

検 出 器: FID

キ ヤ リア ー ガ ス: N2, 40ml/min.

H2流 量: 45ml/min.

Air流 量: 900ml/min.

注 入量: 5μl.

感 度: 103×16, 32及 び64

チ ャー トス ピー ド: 10mm/min.

実 験 結 果

A. 原油 懸 濁 液 中のn-パ ラフ ィ ンの ア サ リへ の移

行 と脱 離

〔図1〕 は, 50ppmの 原 油 懸 濁 海 水飼 育 前及 び,

飼 育 後1日, 4日, 8日 目の アサ リ軟 体部 の パ ラ フ ィ

ン系 炭 化 水 素 の ガ ス クロ マ トグ ラ フ を示 す.本 図 に

示 す ご と く, C11～C20のn-パ ラフ ィ ン が,飼 育 経 過

に従 って 増加 す る事 実 が認 め られ た.ま た, n-パ ラ

フイ ン峰 の 相互 の 間 の峰 は,芳 香 族 炭 化 水 素 等 に よ

る もの と推定 され る.一 方 に お いて,原 油 懸 濁 海 水

で飼 育8日 目に,清 浄 海水 中 に移 して飼 育 し た ア サ

リ軟 体 部 中 のn-パ ラ フ イ ン は, 1日 目, 3日 目 と飼

育 日数 に従 って減 少 す る こ とが認 め られ た.そ して,

低 沸 点 のn-パ ラフイ ン(C11～C15)は,高 沸 点 のn-

パ ラ フ イ ン(C16～C20)に 比 較 して,早 く脱 離 す る

傾 向 が 認 め られ た.

図2

図2. 原 油 懸 濁液 で 飼 育 した アサ リの ク リー ン ア ッ

プ処 理 後 のn-サ キサ ン溶 液 の アセ トニ トリル

分 配 前 後 の ガ ス ク ロ マ トグ ラ ム

A:ク リー ン ア ップ処 理 液, B:分 配 後 の

ヘ キ サ ン層, C:分 配 後 の ア セ トニ ト リル

層(乾 燥 後, n-ヘ キ サ ン溶 解)図Cの 番 号

は,ガ ス クロ マ トグ ラ フ ・マ スス ペ ク トル

グ ラム の分 取 番 号

Fig. 2 Gas chromatogram of n-hexane

 solution after cleaned up treatment

 A: n-hexane solution B acetonitrile
 solutoion C after being extracted with

 acetonitrile.

(Sample; Short-necked clam).
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図3. 油 処 理 剤 飼 育 ア サ リの飼 育 時 間 に

伴 な う可 食 部 中 の. n-パ ラ フィ ンの

ガ ス ク ロマ トグ ラム

A:処 理 剤, B:飼 育 水, C:

飼育3日 後 ア サ リ(39/ml),

 D:飼 育5日 後(1.5g/ml)ア

サ リ. E:対 照 ア サ リ

Fig. 3 Relation between time in

 the rearing oil disperser

 and concentration of n

- paraffins in the soft body of

 short-necked clam. Gas

 chromatogram A; oil dis

perser, B; rearing water,

 C; n-paraffins after being

 rerad for 3 days, D; for 5

 days, E; control.
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B. アサ リ軟体部に移行 した原油成分のn-ヘ キサ

ン分画及びアセ トニ トリル分画 のガスク ロマ トグラ

ム

原油懸濁海水飼育の アサ リ軟体部 のガス クロマ ト

グ ラ ムに は, n-パ ラフ ィ ン の外 に,芳 香 族 炭 化 水 素

が存 在 す る こ とが推 定 され た,.そ れ ゆ えに, n-ヘ キ

サ ン ・アセ トニ トリル分 配 に よ る相 互 の分 離 を 行 っ

た.

図4. n-パ ラ フ ィ ン(C20, 22, 24)添 加 油 処 理 剤(8種 混 合; G, C, K, P, M, Y, N, S)

飼 育 ア サ リの 飼 育 時 間 に伴 な う可 食 部 中 のn-パ ラ フ ィンの ガ ス ク ロマ トグ ラ ム

A: n-パ ラフ イン(C20, 22, 24)添 加 油 処 剤, B:飼 育水, C: n-パ ラ フ ィ ン添 加

油,処 理 剤 飼 育3日 後 アサ リ, D:飼 育5日 後 ア サ リ

Fig. 4 Relation between time in the rearing oil disperser supplemented

 C20, C22 and C24 n-paraffines and concentration of n-paraffins in the

 soft body of short-necked clam.

Gas chromatogram; A: oil disperser supplemented CM, C22 and C24
 n-paraffins. B: rearing water. C: short-necked clam reared for 3

 days. D: for 5 days.
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〔図2〕 は, 1.000ppmの 原 油 懸 濁 海 水 で, 3日 間

飼 育 した アサ リの軟 体 部 の ク リン ア ップ処 理 液 の,

アセ トニ ト リル分 配 前 のn-ヘ キ サ ン層 〔図2, A〕,

アセ トニ ト リル 分配 後 のn-ヘ キ サ ン層 〔図2, B〕,

及 び アセ トニ トリル層 を ほ とん ど乾 固 し, n-ヘ キ サ

ン に溶 解 した もの 〔図2, C〕 の ガス クロマ トグ ラ ム

で あ る.〔 図2, B〕 に示 す ご と く,比 較 的 濃 厚 な原

油 懸 濁 海 水 で アサ リを飼 育 した 場 合 に は, n-パ ラ フ

ィ ンの 間 に存 在 す る ピー クが 減 少 して お り, n-パ ラ

フ イ ンのC13～C24の 移 行 が更 に確 実 に 認 め られ た.

また,〔 図2, C〕 に お いて は,主 と して, 2環 及

び3環 の芳 香 族 炭 化 水 素,及 び有機 硫 黄 化 合物 が推

定 され て い る12).

C. 油 処 理 剤 及 びn-パ ラフ イ ン添加 油 処理 剤 飼 育

ア サ リの ガ ス ク ロ マ トグ ラ ム

〔図3〕 は,油 処 理 剤,飼 育 水 及 び3日, 5日 間

飼 育 後 の アサ リ軟 体 部 の ガ スク ロマ トグ ラ ム を示 す.

〔図4〕 は,油 処 理 剤 にC20, C22, C24のn-パ ラ フイ

ン を添 加(〔 図3〕 ・Aに 示 す ご と く, C20, C22, C24の

n-パ ラ フ ィ ンは,油 処理 剤 に は微 量 含 有 され るの み

で あ る)し て 飼育 した ア サ リの軟 体 部 の ガ ス ク ロマ

トグ ラ ムで あ る.

表1　 油処 理剤,飼 育 海水,飼 育3日 目, 5日 目の アサ リ中のn-パ ラフインの濃度 及 び飼育5日 目のアサ

リへの濃縮比

Table 1. Concentration of n-paraffins in oil disperser, rearing sea water, soft body of short
 necked clams reared for Mays and 5days, and average value of concentration ratio of
 n-paraffins in soft body of short necked clams reared for 5days.

Concentration ratio; concentration of n-paraffins in soft body of short necked clams
 reared for 5days/concentration of n-paraffins in rearing sea water.

表2　 n-パ ラフ イ ン(C20, C22, C24)添 加 油 処 理 剤,飼 育 海水,飼 育3日 目, 5日 目の ア サ リ中 のn-パ ラ

フ ィ ンの 濃度 及 び飼 育5日 目 の ア サ リへ の濃 縮 比

Table 2. Concentration of n-paraffins in oil disperser supplenmented C20, C22 and C24 n-para
ffins, rearing sea water, soft body of short necked clams reared for 3days and 5da

ys, and average value of concentration ratio of n-paraffins in soft body of short nec
ked clams reared for 5days.

Concentration ratio; concentration of n-paraffins in soft body of short necked clams
 reared for 5days/concentration of n-paraffins in rearing sea water.

〔図3〕 に示 す ご と く,処 理 剤 のn-パ ラ フイ ンの

うち, C13～G5を 中心 に, C12～C20のn-パ ラフ イ ン
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の 移 行 が 認 め られ る.一 方 にお い て,〔 図4〕 に示

す よ うに,油 処 理剤 に加 え られ た, C20, C22, C24の

n-パ ラ フ イ ンは,処 理 剤 中のn-パ ラ フ イ ン と共 に,

それ らの ピー クの移 行 が認 め られ る. C20, C22, C24の

n-パ ラ フ ィ ンは,油 処 理 剤 を添 加 す る こ とな くそ の

ま ま飼育 水 に添 加 した場 合 に は,表 面 に浮 上 して,

その 移行 は ほ とん ど認 め られ な い.

〔図3〕 及 び 〔図4〕 の ガス ク ロマ トグ ラム か ら,

それ ぞ れ の 濃 度 を算 出 し た 結 果 は,〔 表1〕 及 び

〔表2〕 に示 す ご と くで あ る.

飼 育 海水 中の, n-パ ラ フィ ンが油 処 理 剤, n-パ ラ

フ ィ ンを添 加 した 油 処理 剤 共 に,計 算 値 よ り少 な い

の は,飼 育 水 槽 の 壁 や底 泥 に付 着 した た め と推 定 さ

れ る.そ れ ゆ え に,飼 育 海 水 中 に存 在 す るn-パ ラフ

イ ンの 濃度 を基 準 と して 検討 を進 め た.

飼 育 海水 か らアサ リへ の, n-パ ラ フ ィ ンの 濃 縮 比

(ア サ リ肉 中の 各n-パ ラ フ ィ ンの 濃 度/飼 育 海 水 中

の 各n-パ ラ フ イ ンの 濃 度)を 計 算 した結 果 を 〔表1〕

及 び 〔表2〕 に示 した.

油 処 理剤 か ら,ア サ リ軟 体 部へ のn-パ ラ フ イ ンの

濃 縮 比 は, 54(C16)～177(C13)の 範 囲 で あ つた. C13

のn-パ ラフィンの濃縮比 の大 きい原 因 は 不 明 で あ る.

C20, C22, C24のn-パ ラ フィ ンを添 加 した油 処 理 剤

か らアサ リ軟 体 部 へ の 濃縮 比 は, C12～C16に お いて

は,油 処理 剤 のみ と大 差 な く, 40(C12)～155(C13)

の 範 囲 で あ っ た.添 加 され たn-パ ラ フインの濃 縮 比

は, C20:186, C22:161, C24:81で あ っ た.

以 上 の成 績 か ら, 2, 3のn-パ ラフ イン を除 い て,

貝 にお け る濃 縮 比 は100前 後 で あ った.原 油 懸 濁 海

水 か ら アサ リへ の,有 機硫 黄 化 合 物 の濃 縮 比13)は,

 4日 目で135前 後,ベ ン ズ ピ レ ン14)は, 4日 目 で79と

大 差 が な い と考 え る.

考 案

原 油 懸濁 海水 で飼 育 した アサ リの ガ ス ク ロマ トグ

ラ ムで は,主 に, C13～C20に いた るパ ラ フ ィ ン系 炭

化 水 素 の移 行 が著 明 で あ り,原 油懸 濁 海水 で飼 育 し

たウナギに お いて, C13～C15のn-パ ラ フイ ンの移 行

が著 明 で あ っ た点 に く らべ て9),高 沸 点 成分 の 移行 傾

向 が 認 め られ る.

この パ ラフ ィ ン系 炭 化 水 素 を, n-ヘ キ サ ン ・アセ

トニ ト リル分 配 した場 合 に は,ヘ キ サ ン分 画 には,

 n-パ ラ フイ ン が含 有 され,ア セ トニ トリル分 画 に は,

芳 香 族炭 化 水素 が含 有 され る こ とが 認 め られ た.こ

の 芳 香 族 炭 化 水 素 は,α-,β-メ チ ル ナ フ タ リン,

 di-及 びtri-メ チ ル ナ フ タ リン, di-ベ ン ズ チ オ フ エ

ン, mono-メ チ ルdiベ ンズ チオ フエン, mono-メ チ

ル ア ン トラ セ ン, di+及 びtvi-メ チ ルdiベ ン ズ チ オ

フエ ン等 で あ る12).

前報 に お い て9),著者 らは,油 処 理 剤 中 のn-パ ラ フ

インの ウナギへ の 移 行 に つ い て報 告 した.今 回 は,油

処 理 剤 中 のC12～C16のn-パ ラ フ イ ンが,ア サ リに

移 行 す る事 実,及 び,単 独 で は移 行 し難 いC20, C22,

 C24のn-パ ラ フ イ ンが,処 理 剤 と共 に与 え る こ とに

よ って,ア サ リに移 行 す る事 実 に つ いて は,処 理 剤

の 使用 上,今 後 の検 討 を要 す る.

な お, 5日 間,油 処 理剤 を含 む 海 水 で,ア サ リを

飼 育 した場 合 の 濃 縮 比 は, 100前 後 を示 す の で,貝

類 は 比 較 的 外 界 のn-パ ラ フ ィ ン を,濃 縮 しや す い

傾 向 が あ る と考 え られ る.

本研 究 に よ っ て,原 油 で 汚 染 され た 海 水 か ら,貝

類 にn-パ ラ フ ィ ンが 移 行 す る こ とが わ か った.ま

た,油 処理 剤 中 のn-パ ラ フ ィ ンや 油 処 理剤 に添 加 し

た 高 沸点 のn-パ ラフ ィ ン も,貝 類 に移 行 す る こ とが

確 認 され た.

油 処 理剤 か ら,貝 類 へ のn-パ ラ フ ィ ンの 濃 縮 比 は

100前 後 で あ って,明 らか に生 体 へ の 濃 縮 が 認 め ら

れ た.

この 結 果 か ら, n-パ ラ フ ィ ンが 貝 類 か ら哺 乳 動 物

に移 行 す る こ とは 明 らか で あ る.魚 貝 類 や鳥 獣 肉 及

び 人 体 脂 肪 中 にn-パ ラ フィ ン が,検 出 され た 事例

も報 告 され て い る15).

n-パ ラ フ イ ンは,毒 性 は少 な い と され て い るが,

著 者 の 最 近 の 研 究16,に よ れ ば,赤 血 球 や ミ トコ ン ド

リア膜 に作 用 して, K+遊 出 作 用 を促 進 させ,ま た,

ミ トコ ン ド リアの酸 化 的 リン酸 化 反 応 を脱 共 役 させ

る作 用 を有 す る こ とが わ か った.

ま た, n-パ ラ フ イ ンは 鼻 の ス プ レ ーな どに使 用 さ

れて お り,こ れ を続 け る と肺 の 下 葉 に下 降 して,肉

芽 形 成 反 応 を お こ し,線 維 症 をお こ し た り,包 被 を

形 成 す るとい う報 告17)も あ る.こ の よ うな 事 実 か ら,

 n-パ ラフインの毒 性 を全 く無 視 す るこ とはで きな い.

以上 の こ とか ら,石 油 成 分 の食 品衛 生 上 の一 つ の

指 標 と して, n-パ ラ フ イ ン を考 え る必 要 が あ る.

結 論

原 油 懸 濁 海 水 中 で,ア サ リを8日 間 飼 育 し,さ ら

にそ の 後,清 浄 海 水 にか えて アサ リの飼 育 を行 っ た.

そ して,ア サ リ軟 体 部 へ のn-パ ラ フ ィ ン の移 行 及 び

脱 離 につ いて 測 定 を行 った.
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 また,ア サ リ軟 体 部 のn-ヘ キ サ ン抽 出液 を, n-ヘ

キサ ン ・アセ トニ トリル分 配 法 に よ って, n-パ ラ フ

イ ン と芳 香族 炭 化 水素 を相 互 に分 離 した.つ い で,

油 処 理剤(3種 混 合)及 び, C20, C22, C24のn-パ ラ

フ イ ン添 加 油処 理 剤 で ア サ リを飼 育 し, n-パ ラ フ イ

ンの 移 行 を測定 した.

 その 成績 は以下 の ご と くで あ る.

1. 原 油 中 のn-パ ラ フ イ ン の う ち,ガ ス ク ロ マ トグ

ラ フ で, 110℃ ～260℃ の 間 で 溶 出 す るC13～C20の

n-パ ラ フ イ ンが,ア サ リ軟 体 部 に移 行 す る こ とが 認

め られ,そ して,飼 育 日数 の 増 加 に従 って,ア サ リ

軟 体 部 のn-パ ラフ イ ン濃 度 は増加 した 。

2. 原 油 懸 濁 海水 中 で, 8日 間 飼 育 した アサ リを,

清 浄 海 水 中 で飼 育 す る と, n-パ ラ フ ィ ン は脱 離 す る

こ とが 認 め られ た.そ して, n-パ ラ フ イ ンの 脱 離 に

つ いて は,そ の成 分 中,低 沸 点 成 分(C13～C15)は,

高 沸点 成分(C18～C20)よ り早 か っ た.

3. 1.000ppmの 原 油 懸 濁 海 水 で, 3日 間飼 育 した

アサ リの軟 体 部 の ク リー ン ア ップ処 理 液 を, n-ヘ キ

サ ン と アセ トニ トリル で分 配 した. n-ヘ キ サ ン層 に

C13～C24のn-パ ラ フ イ ン の移 行,及 び,ア セ トニ ト

リル層 に芳 香 族 炭 化 水 素 の移 行 が確 認 され た.

4. 油 処 理 剤(8種 混合)100ppmで,ア サ リを飼

育 した場 合,油 処 理 剤 中 のC12～C16のn-パ ラ フ イ

ンが移 行 す る事 実,及 び,油 処 理 剤 に添 加 したC20,

 C22, C24のn-パ ラフ イ ン が移 行 す る事 実 が確 認 され

た.そ して, 5日 間 の各n-パ ラ フ ィ ンの 濃 縮 比 は,

 40～176の 範 囲 で あ った.

稿 を終 るにあた り,御 懇 篤 な御指導,御 校閲 を賜つ た

緒 方 正 名教授 に厚 く謝意 を表 します.ま た,実 験 につ い

て御援 助戴 いた吉田好 江氏に感謝 します.
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Occurrence of oily fish and food chain of

 petroleum compounds

Part 2. Transfer to shellfish of

 n-paraffins in petroleum and oil

disperser.

Yoshio MIYAKE

Depertment of Public Health, Okayama

University Medical School

(Director: Prof. Masana Ogata)

Short necked clams (Venerupis Amygdala japonica) were maintained in a controlled labora
try environment in sea water containing suspension of crude oil and then transferred to clean 
sea water.

Transfering and disappearance of n-paraffins in the soft body of short necked clams were 
examined by gaschromatography.

n-Hexane solution after clean up treatment was treated by distribution method with n
hexane and acetonitrile and were separated n-paraffins and aromatic hydrocarbons. 
  Short necked clams were reared in oil disperser or supplement with C20, C22, C24 of n

paraffins and n-paraffins in soft body of short necked clams were analyzed by gaschromatogra
phy.

The following reasults were obtained.
1) C13-C2O of n-paraffins in crude oil were transfered in the soft body of short necked clams. 
  The concentration of n-paraffins increasd with rearing time in crude oil suspension and de
creased with crean sea water. The rate of disappearance of C10-C 15 in n-paraffin were de
creased faster than C16-C20 of n-paraffins.
2) Short necked clams were reared in the crude oil suspension (1,000 ppm) for 3 days.

n-Hexane solution after clean up was treated by distribution method. n-Paraffins remains in 
n-hexane and di-, tri-cyclic aromatic hydrocarbons transfered from n-hexane solution to aceto
nitrile solution.

3) Short necked clams were reared in oil disperser solution (100 ppm). Gaschromatograms of 
soft body of short necked clams showed the presence of C12 C16 of n-paraffins.

Short necked clams were reared in oil diperser solution supplemented with C20, C22, C24 of 
n-paraffins. Gaschromatograrn of soft body of short necked clams showed the presence of C20, 
C22, C24 of n-paraffins except C12-C16 of n-paraffins of oil disperser.


